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議
会
だ
よ
り
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令和4年（2022年）11月30日

　　　

　もこと山ふきおろし
マラソン大会が３年ぶ
りに開催されました。
　全国各地から参加し
た４４７名のランナー
が秋風吹く藻琴山を駆
け下り、ゴールを目指
していました。

OZORA
GIKAI DAYORI

　



一般会計4億292万円追加補正 総額90億8,800万円に
9月定例会9月定例会

令和4年令和4年

9月13日～14日9月13日～14日

　大空町議会９月定例会は、令和４年度一般会計などの補正予 算議案、条例改正議案、物品の購入、議会側
議案などを審議しました。
　大空町議会９月定例会は、令和４年度一般会計などの補正予 算議案、条例改正議案、物品の購入、議会側
議案などを審議しました。

芝
桜
公
園
の
活
性
化
に
向
け

花
苗
購
入
費
用
を
補
正

令和４年度

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

12月定例会は、

12月20日（火）から
開かれる予定です。

※新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの着用・手指の消毒をお願いします。

有
害
鳥
獣
駆
除
推
進
事
業

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
今
年
度
の
熊
の
出
没

状
況
と
駆
除
の
状
況

等
を
伺
う
。

産
業

課
長

　
　
　
昨
年
は
女
満
別
、
東

藻
琴
合
わ
せ
て
33
件

の
出
没
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
９
月
時
点
で
女
満

別
地
区
24
件
、
東
藻
琴
地
区

23
件
、
合
わ
せ
て
47
件
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
駆
除
頭
数
は
、
昨
年
は
１

頭
で
し
た
が
、
今
年
は
女
満

別
地
区
３
頭
、
東
藻
琴
地
区

１
頭
、
合
わ
せ
て
４
頭
で
す
。

要
望
意
見
書

　
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社

会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
要

望
意
見
書
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
活
動
報
告

　
令
和
３
年
度
大
空
町
教
育

委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
、
評
価
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断

　
令
和
３
年
度
大
空
町
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
令
和
４
年
５
月
か
ら
７
月

ま
で
の
各
会
計
の
現
金
の
出

納
状
況
及
び
基
金
の
状
況
に

つ
い
て
、
検
査
実
施
結
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
認
定
、
廃
止

及
び
変
更

　
国
道
３
３
４
号
の
線
形
改

良
工
事
な
ど
に
関
連
す
る
５

路
線
の
町
道
認
定
、
廃
止
、

変
更
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

物
品
の
購
入

　
夏
の
道
路
維
持
作
業
、
冬

の
砂
散
布
の
ほ
か
、
除
雪
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
の
除

雪
ト
ラ
ッ
ク
（
４
ト
ン
級
）

１
台
を
購
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

な
り
、
新
し
い
課
題
を
解
決

し
て
い
っ
て
は
と
の
提
案
を

受
け
ま
し
た
。

　
広
告
代
理
店
か
ら
、
高
校

生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
形

式
で
移
住
定
住
の
広
告
発
信

事
業
に
参
画
す
る
機
会
設
定

も
可
能
と
の
意
向
を
受
け
、

大
空
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
費
用
の
一
部
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

奨
学
金
返
済
支
援
事
業

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
返
済
支
援
金
23
万
円

の
詳
細
を
伺
う
。

生
涯
学

習
課
長

　
　
　
奨
学
金
の
貸
付
け
を

受
け
就
学
し
た
者
が
、

大
空
町
に
居
住
し
、
か
つ
就

労
し
た
場
合
に
、
奨
学
金
返

済
費
用
の
一
部
を
支
援
し
、

人
材
の
確
保
と
定
住
促
進
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
事
業
で
す
。

　
９
名
か
ら
補
助
申
請
が
あ

り
、
３
名
分
の
不
足
分
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
増
額
補

正
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

大
空
町
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

等
購
入
推
進
事
業鈴

木
議
員
　

Ｑ
　
　
　
昨
今
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

等
が
不
足
し
、
補
助

手
続
き
を
し
て
も
期
限
ま
で

に
製
品
が
手
元
に
届
か
な
く
、

補
助
金
申
請
手
続
き
が
で
き

な
い
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

事
業
期
間
が
、
あ
と
半
年
と

い
う
状
況
下
で
社
会
環
境
の

状
況
も
踏
ま
え
た
対
応
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

産
業
課
長

　
　
　
一
部
の
製
品
に
お
い

て
は
、
納
品
が
難
し

い
と
い
う
物
も
あ
り
ま
す
が
、

要
望
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆

様
に
は
、
国
の
繰
越
予
算
で

の
対
応
で
年
度
内
の
完
結
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
省
エ
ネ

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
同
様

機
種
で
対
応
し
、
年
度
内
に

完
了
で
き
る
よ
う
に
と
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正

　
大
空
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し

た
。補

正
予
算

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
３
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

移
住
・
定
住
促
進
事
業

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
移
住
広
告
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
報
償
費
30
万
円

の
使
途
を
伺
う
。

移
住
・
定
住

支
援
室
長

移
住・定
住

支
援
室
長

　
　
　
　
　
現
在
、
移
住
定

住
関
係
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
再
構

築
し
て
お
り
、
担
当
し
て
い

る
広
告
代
理
店
か
ら
大
空
高

校
の
地
域
課
題
探
求
授
業
と

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、

大
空
町
、
広
告
代
理
店
そ
し

て
大
空
高
校
が
三
位
一
体
と

工
事
請
負
契
約

　
広
域
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵

施
設
外
構
工
事
な
ど
、
５
件

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

役場庁舎大規模改修工事などの
工事請負契約の締結について可決
８月17日に開催した第５回臨時会では、工事請負契約の締結に関
する議案を審議し、可決しました。

８
月
臨
時
会

一般会計補正予算（歳出）の主な内訳
広報広聴事業 700万円
移住・定住促進事業 30万円
公共施設等整備基金積立金 1億3,459万円
子育て特別給付金支給事業 664万円
高齢者世帯等生活支援事業 1,312万円
子育て世帯生活支援事業 859万円
各種疾病予防対策事業 3,797万円
産地生産基盤パワーアップ事業 8,416万円
持続的畑作生産体系確立緊急対策事業 5,044万円
有害鳥獣駆除推進事業 10万円
起業化支援事業 300万円
新型コロナウイルス感染症経済対策事業 900万円
原油価格高騰対策事業 830万円
藻琴山温泉芝桜公園管理運営費 300万円
奨学金返済支援事業 23万円
大空高等学校管理費 165万円

工　事　名 契 約 相 手 工　　期

広域穀類乾燥調製貯蔵施設外構工事 株式会社ダイナ建設 令和5年3月15日まで

住吉公民館建設工事（新築工事） 斉藤・三和経常建設共同企業体 令和5年1月31日まで

役場庁舎大規模改修工事（建築主体）河西・三共後藤・斉藤経常建設共同企業体 令和6年8月30日まで

役場庁舎大規模改修工事（電気設備）末廣屋電気株式会社北網営業所 令和6年8月30日まで

役場庁舎大規模改修工事（機械設備）船橋西川・そうけん経常建設共同企業体 令和6年8月30日まで

線形改良工事中の国道 334 号

広告代理店と共同で地域課題の解決に取り組む高校生

23 大空町議会だより　第66号（令和４年11月）大空町議会だより　第66号（令和４年11月）



我が町政を問う

問
　
　
　
大
空
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
お

い
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
は
２
０
２
６
年
度
か
ら

２
０
３
５
年
度
の
第
２
期
計

画
期
間
中
に
廃
止
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
代
替
施

設
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
ど

の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
現
在
、
女
満
別
地
区

の
体
育
館
は
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
女

満
別
小
学
校
や
女
満
別
中
学

校
、
大
空
高
等
学
校
女
満
別

キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
を
学

校
開
放
事
業
の
位
置
づ
け
で

町
民
に
開
放
し
て
お
り
、
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
東

藻
琴
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

や
大
空
高
等
学
校
体
育
館
を

含
め
、
両
地
区
の
体
育
館
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
大
規

模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

す
る
た
め
に
は
手
狭
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

対
応
す
る
体
育
館
は
町
単
独

で
は
な
く
、
近
隣
市
町
を
含

め
た
広
域
的
な
視
点
で
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
は
窓
の
破
損
が

見
ら
れ
る
ほ
か
、
照
明
が
暗

く
、
運
動
し
づ
ら
い
と
い
う

声
も
あ
り
、
早
急
な
修
繕
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　
　
　
屋
根
の
構
造
上
、
つ

ら
ら
が
で
き
や
す
く
、

東
側
の
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
す

る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

現
在
は
コ
ン
パ
ネ
に
よ
り
補

修
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
箇

所
は
物
置
と
し
て
使
用
し
て

い
る
部
屋
で
あ
り
、
一
般
の

人
が
出
入
り
で
き
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
利
用

者
に
支
障
は
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
照
明
に
つ
い
て
は
、
電
球

交
換
の
際
に
足
場
を
組
む
必

要
が
あ
り
、
経
費

が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
一
回
の
球
切

れ
ご
と
に
交
換
す

る
の
で
は
な
く
、

何
件
か
ま
と
め
て

交
換
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
の

要
望
に
よ
り
、
活

動
に
支
障
が
な
い

オ
レ
ン
ジ
色
に
近

い
電
球
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
が
、

照
度
に
影
響
し
て

い
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様

に
不
便
を
か
け
な

い
よ
う
、
引
き
続

き
点
検
を
行
い
、
安

心
、
安
全
に
努
め

ま
す
。

問
　
　
　

研
修
会
館

の
和
室
は
、

雨
漏
り
に
よ
り
使

用
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
新

築
ま
で
し
ば
ら
く

時
間
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
早
急
の
修

繕
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
大
会
議
室
、
そ
の

他
、
修
繕
が
必
要
な
箇
所
は

な
い
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
研
修
会
館
は
、
和
室

の
ほ
か
、
大
会
議
室

の
制
御
裏
、
調
理
室
、
郷
土

資
料
室
、
教
育
委
員
会
事
務

所
が
、
雨
量
と
風
向
き
に
よ

り
、
雨
漏
り
が
発
生
す
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
根

の
防
水
が
経
年
劣
化
に
よ
り

機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
原

因
で
あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に

最
小
限
の
経
費
で
修
繕
を
行

い
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
根
本
的
な
改
善
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
特
に
和
室
は
、
雨
水
が
押

し
入
れ
の
中
を
伝
わ
っ
て
お

り
、
カ
ビ
も
発
生
し
、
衛
生

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
廃
止
後
の
代
替
施
設
は

教
育
長
▼
既
存
体
育
館
の
有
効

　
　
　
　
活
用
を
考
え
て
い
る

問
　
　
　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
伴
う
原
材

料
費
の
高
騰
、
記
録
的
な
円

安
の
影
響
に
よ
る
輸
入
品
の

高
騰
な
ど
、
異
例
の
物
価
高

は
、
町
民
皆
さ
ん
の
毎
日
の

暮
ら
し
に
非
常
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
内
の
商
店
、
企

業
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
入
れ

先
か
ら
の
値
上
げ
に
対
し
、

客
離
れ
な
ど
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
商
品
、
製
品
、
サ

ー
ビ
ス
等
に
値
上
げ
分
を
転

嫁
す
る
こ
と
も
な
か
な
か
で

き
ず
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
全
世
帯
、
全
事
業
所
に
対

す
る
何
カ
月
間
か
の
上
水
道

基
本
料
金
の
減
免
措
置
を
実

施
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
の
水
道
事
業

は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
が
あ
る
こ
と
で
黒

字
化
が
で
き
て
い
る
状
況
で

す
。
つ
ま
り
、
一
般
会
計
か

ら
の
補
填
が
な
け
れ
ば
赤
字

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
物
価

高
騰
は
、
水
道
事
業
に
お
い

て
も
影
響
が
大
き
く
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
の

増
加
と
相
ま
っ
て
、
水
道
会

計
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
の
減
免
は
、
一

律
に
多
く
の
世
帯
へ
支
援
す

る
と
い
う
意
味
で
は
有
効
な

方
法
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
一
方
で
は
、
経
済
的
に

余
裕
の
あ
る
世
帯
に
対
し
て

も
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

研修会館・ゲートボールセン
ターの建替え・修繕等について

大泉 知功 議員

初めての質問で、緊張度
合いが人生過去１番でし
た。
まだまだ、未熟ですが応
援お願いします。

異例の物価高騰に対する町の独自支援について
町民全員が受けられる支援が必要ではないか
町長▶非課税世帯、ひとり親世帯等が優先だと考えている

一 般 質 問

面
に
お
い
て
も
好
ま
し
く
な

い
こ
と
か
ら
、
定
期
利
用
団

体
の
こ
と
ぶ
き
大
学
書
道
ク

ラ
ブ
や
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
カ
ラ
オ
ケ
愛

好
会
に
は
、
別
の
会
議
室
で

活
動
を
お
願
い
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
令
和
３
年
度
に
改
定
さ
れ

た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
個
別
施
設
実
施
計
画
の

中
で
、
研
修
会
館
に
つ
い
て

は
２
０
２
６
年
か
ら
２
０
３

５
年
の
第
２
期
に
お
い
て
新

築
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

多
額
の
設
備
投
資
は
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
利
用

者
の
皆
様
に
不
便
を
か
け
な

い
よ
う
、
最
小
限
の
経
費
で

の
修
繕
や
代
替
施
設
の
提
案
、

調
整
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　

第 2 期計画期間中に廃止のゲートボールセンター

　
私
は
、
困
っ
て
い
る
世
帯
、

町
民
に
優
先
し
た
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

水
道
基
本
料
の
減
免
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問
　
　
　
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
、
非
課
税
世
帯
に

対
し
、
１
万
円
分
の
商
品
券

を
特
別
配
布
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
生
活
必
需
品
や
食
料

の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、

燃
油
価
格
も
高
止
ま
り
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
町
民
の
家
計
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
状
況
を
受
け
、

町
と
し
て
は
、
非
課
税
世
帯

１
，
０
０
０
世
帯
を
対
象
に
、

１
世
帯
あ
た
り
１
万
２
，
０

０
０
円
分
、
ひ
と
り
親
世
帯

を
含
む
子
育
て
中
の
全
世
帯

５
４
０
世
帯
を
対
象
に
、
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
１
人
あ
た

り
８
，
０
０
０
円
分
の
商
品

券
を
支
給
す
る
事
業
を
実
施

に
向
け
、
今
定
例
会
で
補
正

予
算
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
町
内
商
店
へ
の
経
済

循
環
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
灯
油
価
格
の
上
昇

時
に
実
施
す
る
福
祉
灯
油
事

業
に
つ
い
て
も
、
実
施
に
向

け
、
担
当
課
に
指
示
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
々
も
毎
日
の
生

活
に
大
変
苦
労
し
て
い
る
と

思
う
が
、
非
課
税
で
は
な
い

世
帯
の
方
々
も
同
じ
よ
う
に

毎
日
の
生
活
に
大
変
苦
労
し

て
い
る
の
で
、
町
独
自
の
支

援
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

町
長

　
　
　
困
っ
て
い
な
い
方
々

に
ま
で
支
給
す
る
と

い
う
考
え
は
、
今
の
と
こ
ろ

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
必
要
で

👈　大泉議員の一般質問が YouTube で視聴で
きます。（14 分 45 秒から）

第 2 期計画期間中に建て替えの研修会館

な
い
世
帯
と
非
課
税
世
帯
以

外
で
給
付
が
必
要
だ
と
い
う

世
帯
、
ど
こ
で
線
を
引
く
の

か
と
い
う
こ
と
が
な
か
な
か

難
し
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

総
額
６
，
０
０
０
億
円
、
都

道
府
県
、
市
町
村
へ
交
付
さ

れ
ま
す
。
ま
だ
大
空
町
分
の

額
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
ら
の
財
源
も
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
議
員
の
皆
様

方
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、

真
に
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

必
要
な
支
援
と
い
う
も
の
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

物価高騰の影響を受ける食品

プレミアム商品券
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我が町政を問う

問
　
　
　
大
空
町
の
地
域
特
性
、

公
共
交
通
網
の
環
境

に
応
じ
た
、
こ
う
あ
れ
ば
便

利
と
感
じ
ら
れ
る
地
域
交
通

施
策
の
構
築
が
必
要
で
は
な

い
か
。

町
長

　
　
　
地
域
公
共
交
通
に
つ

い
て
は
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
医
療
施
設
利
用
者

へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
、

町
内
を
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
必
要
性
や
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
お

り
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
公
共
交
通
の
利
用
促

進
、
移
動
困
難
者
の
交
通
手

段
確
保
等
に
つ
い
て
、
先
進

地
視
察
を
行
う
な
ど
調
査
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
地
域
間
バ
ス
・
福
祉

バ
ス
、
福
祉
有
償
運

送
サ
ー
ビ
ス
、
社
協
等
、
各

担
当
者
間
で
事
業
の
実
施
状

況
、
実
績
等
を
分
析
し
、
交

通
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て

情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
各
関
係
課
で
状
況
、

事
務
情
報
を
共
有
し
、

よ
り
良
い
地
域
公
共
交
通
体

系
に
向
け
研
究
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
民
間
事
業
者
か
ら
の

提
案
や
発
想
の
転
換

を
促
す
要
望
等
は
、
新
た
な

地
域
交
通
政
策
を
立
案
し
て

い
く
上
で
は
、
大
変
参
考
に

な
る
と
思
う
。

　
間
も
な
く
新
年
度
予
算
編

成
の
時
期
を
迎
え
る
。
各
担

当
者
及
び
利
用
者
や
業
者
か

ら
の
意
見
聴
取
の
機
会
を
検

討
し
、
こ
う
あ
れ
ば
便
利
、

こ
う
な
れ
ば
い
い
な
と
い
う

交
通
施
策
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
町
の
公
共
交
通
を
必

要
と
さ
れ
て
い
る
方

々
、
タ
ク
シ
ー
業
者
等
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
皆
さ
ん

に
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
く

交
通
施
策
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
空
町
版
デ
マ
ン
ド
交
通
政
策
は

町
長
▼
効
率
的
で
持
続
可
能
な
交
通

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け

　
　
　
今
後
も
調
査
研
究

町
長

　
　
　
町
の
排
雪
に
合
わ
せ

て
国
や
道
へ
要
望
を

行
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

排
雪
基
準
に
達
し
な
い
こ
と

か
ら
、
昨
年
度
は
、
全
面
的

な
排
雪
は
未
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
国
や
北
海
道

に
対
し
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
通
学
路
や
横
断
歩
道
、

道
道
や
国
道
と
の
交

差
点
付
近
の
安
全
確
保
の
た

め
に
は
、
最
小
限
の
排
雪
等

改
善
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
国
は
国
道
、
北
海
道

は
道
道
、
町
は
町
道

を
き
ち
ん
と
管
理
す
る
と
い

う
役
割
と
責
任
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
国
や
北
海
道

の
責
任
を
、
町
が
請

け
負
う
と
い
う
考
え

は
、
今
の
と
こ
ろ
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
国

や
北
海
道
に
要
請
す

る
と
と
も
に
国
会
議

員
、
道
議
会
議
員
等

と
の
意
見
交
換
の
場

で
も
、
し
っ
か
り
管

理
し
て
い
た
だ
く
よ

う
強
く
要
請
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
除
排
雪
業
務
担
当
職

員
の
勤
務
体
制
に
つ

い
て
は
、
未
明
か
ら
の
勤
務

や
視
界
不
良
の
中
で
の
勤
務

で
あ
り
、
厳
し
い
業
務
環
境

に
あ
る
。

　
担
当
職
員
の
健
康
、
安
全

確
保
、
仕
事
へ
の
や
る
気
を

維
持
す
る
勤
務
条
件
整
備
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
両
地
区
に
会
計
年
度

任
用
職
員
を
年
間
雇

用
で
８
名
採
用
。
こ
の
他
冬

季
間
は
農
業
者
を
中
心
に
26

名
程
度
雇
用
。
年
間
雇
用
の

職
員
は
任
期
を
１
年
と
す
る

雇
用
契
約
で
す
が
、
昇
給
や

有
給
休
暇
の
付
与
な
ど
、
従

来
と
比
べ
、
か
な
り
改
善
さ

れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
給
与
面
で
は
業
務
の
特
殊

地域間連絡交通施策について 町民の声に耳を傾けるこ
とと町が持っている情報
を分かりやすく町民へ伝
えることの大切さを思い
質問しました。

一 般 質 問

問
　
　
　
国
道
３
３
４
号
の
整

備
要
望
に
関
す
る
近

隣
の
市
、
町
と
の
連
絡
調
整

と
大
空
町
独
自
要
望
は
、
ど

の
よ
う
な
観
点
か
ら
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
反

映
状
況
は
ど
う
か
。

勤町
長
　
　
国
道
３
３
４
号
は
、

大
空
町
に
と
っ
て
、

農
畜
産
物
の
流
通
や
観
光
ル

ー
ト
と
し
て
欠
か
せ
な
い
重

要
な
路
線
で
す
。
整
備
要
望

は
、
「
国
道
３
３
４
号
道
路

整
備
促
進
地
域
連
絡
会
議
」

で
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
構
成
団
体
の
１
市
６
町

で
危
険
箇
所
の
改
善
要
望
等

を
持
ち
寄
り
、
優
先
順
位
を

決
定
し
、
北
海
道
開
発
局
長

に
改
善
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
大
空
区
域
で

は
、
開
陽
地
区
で
改
良
工
事

が
現
在
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
事
業
で
は
、

東
藻
琴
市
街
地
の
町
道
西
倉

上
東
54
号
線
交
差
点
部
の
渋

滞
解
消
改
良
、
明
生
地
区
の

中
央
分
離
帯
設
置
工
事
で
安

全
対
策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
渋
滞
の
緩
和
や

防
雪
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
千
草
や
新
富

地
区
の
登
坂
車
線
整
備
、
新

富
、
明
生
間
の
防
雪
対
策
等

を
新
規
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
開
陽
地
区
の
パ
ナ
ク

シ
ュ
ベ
ツ
川
に
架
か

る
函
渠
設
置
工
事
が
網
走
開

発
建
設
部
に
お
い
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
危
険
カ
ー
ブ
解

消
改
良
工
事
の
一
環
と
思
わ

れ
る
が
、
改
良
工
事
に
伴
い
、

町
道
と
国
道
と
の
接
続
交
差

点
の
位
置
、
安
全
対
策
等
の

協
議
状
況
を
伺
う
。

勤町
長
　
　
国
と
協
議
を
要
す
る

主
な
内
容
は
、
新
国

道
と
町
道
と
の
立
体
交
差
、

旧
国
道
の
町
道
認
定
の
有
無
、

新
国
道
と
町
道
交
差
点
の
形

状
と
管
理
区
域
等
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
の
進
捗
に
合

わ
せ
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

町内国道、道道の整備促進要望について
大空町独自要望の観点と反映状況は
町長▶「国道３３４号道路整備促進地域連絡会議」で要請

鈴木 秀之 議員
👈　鈴木議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（43 分 30 秒から）

問
　
　
　
隣
接
す
る
市
町
に
よ

り
除
雪
出
動
基
準
に

差
が
あ
り
、
路
面
や
道
路
脇

の
除
排
雪
状
況
の
急
激
な
変

化
等
に
不
安
を
感
じ
る
。

　
国
、
道
、
隣
接
市
町
と
の

連
絡
調
整
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
町
道
除
雪
は
、
大
空

町
除
雪
計
画
に
基
づ

き
実
施
。
排
雪
は
、
時
期
、

降
雪
を
考
慮
し
、
年
１
回
は

必
ず
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
網
走
川
湯
線
の
除

雪
は
、
北
海
道
、
網
走
市
、

大
空
町
が
除
雪
を
実
施
し
て

お
り
、
着
手
時
間
や
除
雪
車

両
の
違
い
か
ら
路
面
状
況
が

不
均
一
な
状
況
も
生
じ
得
ま

す
。

　
道
路
管
理
者
、
警
察
署
や

消
防
組
合
を
構
成
員
と
し
た

網
走
地
区
道
路
交
通
管
理
協

議
会
を
設
立
し
、
降
雪
前
に

除
雪
計
画
を
持
ち
寄
り
、
担

当
窓
口
、
受
託
事
業
者
の
連

絡
先
な
ど
を
共
有
し
、
安
全

確
保
策
や
緊
急
対
応
に
備
え

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
道
道
の
排
雪
作
業
が

遅
い
と
実
感
し
て
い

る
。
国
、
道
と
の
連
絡
情
報

交
流
を
適
時
的
確
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

国道、道道と町道との除排雪連絡体制について
降雪シーズン前後の連絡調整を十分に
町長▶公道管理の国、北海道、町の役割を再確認し対応

デマンド交通とは…
一口
　メモ

　英語のデマンドの意味「こうあれ
ば便利。こうあればいいのに」です。
　住民サイドの要求に耳を傾けて制
度設計を図る、地域交通政策の一環
です。

性
か
ら
給
与
号
俸
は
他
の
会

計
年
度
任
用
職
員
と
区
別
し

て
設
定
し
て
い
ま
す
。
待
遇

面
で
は
、
地
方
公
務
員
共
済

組
合
や
職
員
退
職
手
当
組
合

へ
の
加
入
な
ど
、
一
般
職
員

と
同
程
度
の
勤
務
条
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。
冬
季
間
雇
用

職
員
に
つ
い
て
は
、
毎
月
10

日
間
の
勤
務
を
最
低
保
障
し
、

所
得
の
安
定
を
図
る
等
の
条

件
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
公
務
災
害
対
応
や
勤

務
上
で
の
安
全
確
保

と
健
康
管
理
の
徹
底
を
お
願

い
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
住
民
生
活
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
仕
事
の
状
況
を

町
広
報
で
町
民
の
皆
さ
ん
等

に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
は
、

職
員
の
や
り
が
い
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
。

勤町
長
　
　
勤
務
時
間
の
管
理
等

を
図
り
な
が
ら
、
職

員
の
健
康
に
も
配
慮
し
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
町
の
広
報
の
記
事
と
し
て

紹
介
す
る
こ
と
は
、
働
く
方

々
に
と
っ
て
、
や
り
が
い
や

誇
り
を
持
て
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

地域間バス総合支所前発車オーライ！

生活路線を守る除雪作業

初秋の朝（新千草橋付近）
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我が町政を問う 一 般 質 問

問
　
　
　
役
場
職
員
の
職
場
環

境
に
つ
い
て
伺
う
。

　
明
る
く
活
気
の
あ
る
町
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

は
、
役
場
の
中
か
ら
職
員
一

人
ひ
と
り
が
元
気
で
明
る
く

活
発
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
明
る
さ
や
笑
顔

が
な
い
の
は
、
働
く
職
場
環

境
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
職
員
の
接
遇
の
職

員
研
修
等
、
人
材
育
成
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
に

あ
た
っ
て
は
、
町
民
皆
様
の

信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
挨
拶
や

笑
顔
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
本
で
あ
り
、
安
心
感

や
話
し
や
す
さ
に
も
繋
が
り
、

ス
ム
ー
ズ
な
応
対
、
良
好
な

関
係
を
築
く
た
め
に
は
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
職
員
に
関
し
て
は
、
接
遇

研
修
を
行
う
ほ
か
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
の
声
か
け
運
動

の
一
環
と
し
て
朝
礼
に
取
り

入
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
十

分
な
状
況
に
は
至
っ
て
な
い

も
の
と
真
摯
に
受
け
と
め
て

い
ま
す
。
職
場
環
境
や
雰
囲

気
づ
く
り
に
鋭
意
取
り
組
み

ま
す
。

問
　
　
　
職
員
に
は
住
ん
で
い

る
町
、
地
域
を
知
る

こ
と
、
そ
こ
か
ら
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

考
え
、
行
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

再
度
伺
う
。

町
長

　
　
　
職
員
の
人
材
育
成
に

つ
い
て
は
、
私
を
含

め
管
理
職
が
率
先
し
て
挨
拶
、

対
応
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
、
町
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
基
本

で
す
。
地
域
担
当
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
住
民
と
の
顔

の
見
え
る
行
政
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
役
場
を
訪
れ
て
も
、

こ
の
相
談
事
は
ど
こ

の
グ
ル
ー
プ
な
の
か
、
誰
が

担
当
な
の
か
分
か
り
づ
ら
い

と
い
う
声
が
あ
る
。

　
職
務
を
グ
ル
ー
プ
内
で
行

う
こ
と
で
、
効
率
を
上
げ
る

た
め
と
理
解
す
る
が
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
て
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
平
成
22
年
７
月
に
機

構
改
革
を
行
い
、
多

様
化
す
る
行
政
需
要
に
的
確

に
対
応
し
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
グ
ル
ー
プ
制
を

導
入
し
ま
し
た
。
職
員
間
の

横
の
連
携
を
強
化
し
、
横
断

的
に
柔
軟
な
対
応
可
能
と
し

た
こ
と
な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
責
任
や
主
体
性

が
希
薄
に
際
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
一
層
の
連
携
と
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
担
当
が
分
か
り
づ
ら
い
と

活
気
の
あ
る
町
に
し
て
い
く
た
め
に
は

　
役
場
職
員
の
明
る
さ
、
活
発
さ
が
必
要

町
長
▼
職
場
環
境
や
雰
囲
気
づ
く
り
に
鋭
意
取
組
む

職場環境について まちづくりは、町民みん
なでつくるものと考えま
す。
役場職員は、そのリー
ダーとして元気に頑張っ
て欲しい。

い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
、
職

員
か
ら
の
積
極
的
な
配
慮
や

気
遣
い
が
最
も
大
切
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
指
導
を
徹

底
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。職員の執務状況

問
　
　
　
中
心
市
街
地
と
い
う

の
は
町
の
顔
で
あ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
、

生
活
の
利
便
性
が
備
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

こ
の
観
点
か
ら
、
女
満
別
地

区
の
中
心
地
は
ど
こ
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
女
満
別
地
区
の
中
心

地
は
ど
こ
か
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
町
の
中
心
的

を
ど
う
捉
え
る
か
、
定
義
的

な
も
の
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
女
満
別

地
区
の
商
業
の
中
心
は
ど
こ

か
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

西
通
り
商
店
街
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
過
去
に
旧
女
満
別
町

と
商
工
会
が
策
定
し

た
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
で
は
、
「
中
心
市
街
地

は
元
気
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
が
、
高
齢
化
や

後
継
者
問
題
な
ど
、
難
し
い

問
題
が
あ
る
。

　
西
通
り
商
店
街
を
こ
の
先

も
町
の
顔
と
し
て
継
続
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
、
核
な

る
施
設
も
必
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
第
２
次
総
合
計
画
に

お
い
て
、
「
に
ぎ
わ

い
ひ
ろ
が
る
産
業
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
標
の
一
つ
と
し
、

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
の
振
興
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら

商
工
事
業
者
の
活
性
化
、
地

域
経
済
の
推
進
に
関
わ
る
事

業
や
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
、
商
店
街
の
賑
わ
い
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
必

要
で
す
。
西
通
り
商
店
街
を

中
心
と
す
る
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
で
の
、
核
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
は
白
紙

に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら

賑
わ
い
を
創
出
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中心市街地について
西通り商店街を町の顔として継続できる取り組みを
町長▶商工会と連携しながら賑わいを創出して行きたい

岩原 　繁 議員
👈　岩原議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（33 分 40 秒から）

問
　
　
　
歩
道
が
で
こ
ぼ
こ
で

歩
き
づ
ら
く
、
電
動

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
と

転
倒
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
が

あ
る
と
の
声
を
聞
く
。
整
備

改
修
の
計
画
、
特
に
道
道
に

つ
い
て
は
北
海
道
と
ど
の
よ

う
な
歩
道
整
備
の
協
議
を
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
全
体
的
に
歩
道
に

休
憩
用
の
ベ
ン
チ
が
な
い
。

道
道
女
満
別
空
港
線
に
設
置

さ
れ
て
い
る
ベ
ン
チ
は
車
道

に
近
い
の
で
、
も
う
少
し
下

げ
て
再
設
置
で
き
な
い
か
伺

う
。

町
長

　
　
　
古
く
か
ら
あ
る
町
道

の
歩
道
は
劣
化
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
舗

装
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

危
険
箇
所
等
に
つ
い

て
優
先
的
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　
国
道
、
道
道
は
、

町
民
か
ら
要
請
を
受

け
た
場
合
、
そ
の
都

度
、
国
や
北
海
道
対

し
、
補
修
の
要
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
北
海
道
に
対
す

る
要
望
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
社
会
資
本
整

備
推
進
会
議
と
い
う

も
の
を
開
催
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
道
路
整
備
や
河
川
整

備
な
ど
の
要
望
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
道
道
女
満
別
空
港
線
の
ベ

ン
チ
移
設
に
つ
い
て
、
平
成

30
年
に
北
海
道
と
協
議
を
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
ベ
ン

チ
は
、
当
時
、
空
港
線
整
備

に
合
わ
せ
、
空
港
線
沿
線
の

町
民
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
期

成
会
の
意
見
を
踏
ま
え
実
施

さ
れ
た
経
過
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
北
海
道
と
し
て
移
設
は

行
わ
な
い
と
の
考
え
が
示
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

移
動
式
の
ベ
ン
チ
を
試
験
的

に
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

歩道の整備、改修について
歩道の整備改修、休憩用のベンチの設置を
町長▶移動式のベンチを試験的に設置することを検討したい

中心地となっている商店街

既設ベンチと試験的に設置されたベンチ
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我が町政を問う

問
　
　
　
現
在
、
国
は
コ
ロ
ナ

と
の
共
存
に
向
け
て

社
会
活
動
の
正
常
化
を
図
る

た
め
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向

け
た
新
た
な
段
階
へ
の
移
行

を
検
討
し
、
北
海
道
は
基
本

的
な
感
染
防
止
行
動
の
徹
底

や
事
業
継
続
に
向
け
た
取
組

み
を
展
開
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
、
緊
急
事
態
宣

言
・
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
適
用
さ
れ
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
、
町
内
の
行
事
及
び

イ
ベ
ン
ト
等
は
相
次
ぐ
中
止

に
見
舞
わ
れ
、
今
年
度
は
、

開
催
・
中
止
が
混
在
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
の
町
内
の
行
事

等
の
開
催
の
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
町
や
実
行
委
員
会
等

が
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
、

令
和
２
年
度
、
３
年
度
は
、

ほ
と
ん
ど
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
町
内
の
行

事
は
、
５
月
27
日
に
北
海
道

か
ら
発
出
さ
れ
た
「
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
道
民
の
皆

様
へ
の
お
願
い
」
の
中
に
お

け
る
「
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ

い
て
の
要
請
」
を
基
本
的
な

考
え
と
し
、
主
催
者
の
判
断

に
よ
り
行
事
を
開
催
し
て
い

る
状
況
で
す
。

教
育
長

　
　
　
令
和
２
年
度
、
３
年

度
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
事
業
が
中
止
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
過

の
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ
モ

ー
ト
な
ど
、
工
夫
し
た
事
業

展
開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
に
な
り
、
行

動
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

が
、
教
育
委
員
会
の
各
種
事

業
は
感
染
拡
大
防
止
対
策
が

必
須
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前
と

同
様
の
事
業
展
開
は
ま
だ
困

難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
観
点
か
ら
も
実
施
す
る
た

め
の
対
策
を
講
じ
て
開
催
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
感
染
拡
大

防
止
対
策
の
基
準
を
見
直
し

た
う
え
、
事
業
の
展
開
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
大
空
町
観
光
振
興
計

画
で
は
、
令
和
８
年

度
ま
で
に
観
光
入
込
客
数
20

万
人
増
を
目
指
す
た
め
、「
大

空
町
の
知
名
度
を
上
げ
る
」

「
交
流
人
口
の
増
大
を
図
る
」

こ
と
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て

い
る
。
中
で
も
交
流
人
口
の

増
大
を
図
る
た
め
に
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
合
宿
の
受
入
れ
、

誘
致
は
今
後
も
重
点
的
に
行

っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
今
年
度
の
教
育
文
化

合
宿
は
、
実
行
委
員

会
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
受
入
れ

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
、

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

１
週
間
前
か
ら
の
健
康
管
理
、

合
宿
中
の
健
康
管
理
、
宿
泊
、

食
事
に
お
い
て
十
分
な
感
染

防
止
方
策
を
講
じ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
活
動
中
は
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
等
に
お
け
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
活

動
す
る
こ
と
な
ど
と
し
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
今
後
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
町
内
の

行
事
等
の
考
え
方
及
び
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

イ
ベ
ン
ト
等
が
実
施
さ
れ
る

　
方
向
性
に
な
る
こ
と
を
願
う

町
長
▼
町
民
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

　
　
　
場
を
用
意
し
た
い

ウィズコロナに向けた町内行事等の
今後の考え方及び方向性について

マイナンバーカードがある
と、ワクチン接種証明書
が簡単にスマホで掲示で
きます。是非、皆さま取
得しましょう！！
アプリ入手はデジ
タル庁のホーム
ページから

一 般 質 問

町
長

　
　
　
北
海
道
が
示
す
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
て

行
事
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
基
本
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
皆
さ
ん
の
生
命
と
健

康
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
一
律
中
止
で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
に
工
夫
す
れ
ば
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
る
か
、

実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
女
満
別
湖
畔
園
地
及

び
野
営
場
の
管
理
並

び
に
施
設
の
維
持
補
修
等
と

観
光
施
設
と
し
て
の
現
況
、

課
題
、
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア

志
向
に
後
押
し
さ
れ
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
は
増

加
傾
向
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

女
満
別
湿
生
植
物
群
落
と
し

て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
公
園
で
あ
り
、
野
鳥
観
察
、

自
然
散
策
等
を
楽
し
む
方
も

い
ま
す
。

　
女
満
別
湖
畔
に
は
、
キ
ャ

ン
プ
場
（
大
人
１
泊
３
０
０

円
）
と
野
営
場
（
無
料
）
28

区
画
が
あ
り
、
営
業
期
間
は

７
月
か
ら
８
月
の
２
カ
月
間

で
す
。
園
地
及
び
野
営
場
内

に
存
在
す
る
北
海
道
の
施
設

と
し
て
、
観
光
案
内
所
、
ト

イ
レ
２
カ
所
、
炊
事
場
１
カ

所
と
駐
車
場
が
あ
り
、
毎
年

町
が
使
用
許
可
を
受
け
て
、

維
持
管
理
及
び
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
公
園
利
用
者
が
増
加
傾
向

の
中
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
修
繕
と
ト
イ
レ
の
汲
み
取

り
対
応
、
湖
畔
利
用
者
の
増

加
に
伴
う
マ
ナ
ー
の
悪
化
な

ど
が
課
題
で
す
。

問
　
　
　
湖
畔
の
現
況
は
、
湖

畔
園
地
の
草
刈
り
、

前
浜
の
ご
み
な
ど
を
含
め
て
、

も
う
少
し
き
め
細
か
く
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
湖
畔
の
ト
イ
レ
は
、
施
設

が
古
く
、
清
掃
し
て
も
す
ぐ

汚
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

利
用
さ
れ
る
方
に
も
不
評
で

あ
り
、
こ
の
夏
に
は
、
予
算

が
な
く
て
汲
み
取
り
が
で
き

ず
、
ト
イ
レ
が
閉
鎖
さ
れ
た
。

　
北
海
道
の
委
託
を
受
け
、

ス
ム
ー
ズ
に
汲
み
取
り
が
で

き
る
体
制
を
取
る
べ
き
と
思

う
が
。

町
長

　
　
　
野
営
場
の
ト
イ
レ
は

汲
み
取
り
式
で
、
汲

み
取
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ズ

レ
か
ら
、
ト
イ
レ
を
２
日
間

閉
鎖
し
た
経
過
に
あ
り
ま
す

が
、
施
設
の
設
置
者
は
北
海

道
で
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り

対
応
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　
ま
た
、
芝
刈
り
等
は
担
当

課
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、

対
応
し
ま
す
。

問
　
　
　
北
海
道
の
施
設
だ
か

ら
と
言
っ
て
し
ま
う

と
、
今
後
も
ト
イ
レ
を
閉
鎖

す
る
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る

と
思
う
。
大
空
町

の
野
営
場
は
汚
く

て
、
ト
イ
レ
も
溢

れ
て
使
え
な
い
と

い
う
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
が
予
算
を

多
少
計
上
し
て
で

も
対
応
す
べ
き
だ

と
思
う
。

　
芝
生
の
件
は
、

草
刈
り
の
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
と
思
う
。

町
長

　
　
　
ど
う
し
て

も
利
用
者

に
迷
惑
を
来
す
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
時
改
め
て
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
芝
を
刈
る
時
期
は

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
７
月
、

８
月
の
快
適
な
時
期
に
キ
ャ

ン
プ
し
て
い
た
だ
け
る
環
境

づ
く
り
と
前
浜
の
流
木
等
の

撤
去
に
つ
い
て
、
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
女
満
別
湖
畔
は
町
民
に
と

っ
て
大
切
な
憩
い
の
場
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
で
き
る
こ

と
は
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
湖
畔
の
歴
史
を
紐
解

く
と
、
過
去
に
は
町

自
然
体
験
型
の
観
光
拠
点
と
し
て

　
湖
畔
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と

町
長
▼
女
満
別
湖
畔
は
大
空
町
の
大
切
な
観
光
資
源

　
　
　
と
し
て
育
て
て
い
く

網走国定公園に属する
女満別湖畔について 「女満別湖畔の賑わいは

どこに」ふと思うことが
あります。
これからも何らかの関わ
りを持ちながら、見守っ
ていきたいと思います。

民
の
皆
さ
ん
が
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
工
夫
が
あ
っ
た
。

　
湖
畔
で
進
め
ら
れ
て
い
る

防
災
セ
ン
タ
ー
等
、
こ
れ
ら

の
施
設
を
含
め
て
、
湖
畔
を

有
効
活
用
し
た
自
然
体
験
型

の
観
光
拠
点
と
し
て
、
恵
ま

れ
た
環
境
を
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
。

町
長

　
　
　
女
満
別
湖
畔
は
、
大

切
な
大
空
町
の
観
光

資
源
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と

守
る
こ
と
と
育
て
て
い
く
こ

と
の
両
輪
の
中
で
色
々
検
討

し
、
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

10 月に入っても利用が多い女満別湖畔園地

後藤 　忍 議員
👈　後藤議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（30 分 40 秒から）

三條 幸夫 議員
👈　三條議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（1 分 10 秒から）

町内での主な行事の開催状況（令和４年度）
行　事 主催者 開催状況

ひがしもこと芝桜まつり 芝桜まつり実行委員会 開　催
藻琴山山開き・安全祈願祭 オホーツク大空町観光協会 開　催
めまんべつ観光夏まつり めまんべつ観光夏まつり実行委員会 代替事業実施※１

めまんべつ納涼盆踊り めまんべつ盆踊り保存会 開　催
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道の駅まつり 道の駅メルヘンの丘めまんべつ 開　催
ビールパーティ 道の駅ノンキーランドひがしもこと 中　止
チーズの日感謝祭 ひがしもこと乳酪館 中　止
チーズとワインの夕べ ひがしもこと乳酪館 中　止
札幌山の手高校バレーボール部合宿 大空町バレーボール合宿実行委員会 開　催
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我が町政を問う 一 般 質 問

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
抑
え
る
た
め
、
国
は
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ
て
き

た
が
、
い
ま
だ
に
収
束
の
兆

し
が
見
え
ず
、
仕
事
や
余
暇

活
動
な
ど
、
我
々
の
身
の
回

り
の
日
常
生
活
や
行
動
意
識

も
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

　
最
近
で
は
、
密
を
避
け
ら

れ
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な

ど
で
の
車
中
泊
が
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。
移
動
す
る
に

も
公
共
の
交
通
機
関
に
比
べ

不
特
定
多
数
の
方
と
接
す
る

機
会
も
少
な
く
、
宿
泊
施
設

と
比
べ
て
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

で
、
時
間
に
縛
ら
れ
る
こ
と

な
く
自
分
だ
け
の
空
間
で
完

結
す
る
た
め
、
感
染
リ
ス
ク

を
大
幅
に
減
ら
し
な
が
ら
楽

し
め
る
。

　
一
方
で
、
道
の
駅
な
ど
の

公
共
駐
車
場
で
の
宿
泊
や
ご

み
の
放
置
な
ど
、
マ
ナ
ー
の

悪
さ
の
問
題
も
各
地
で
発
生

し
て
い
る
が
、
大
空
町
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
の
道
の
駅
に

お
い
て
も
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
な
ど
で
車
中
泊

を
さ
れ
て
い
る
事
例
は
見
受

け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々

が
利
用
さ
れ
て
い
る
一
方
、

全
国
的
に
利
用
者
の
マ
ナ
ー

違
反
を
指
摘
す
る
声
は
年
々

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
国
土
交
通
省
の
サ
イ
ト
に

よ
る
と
「
道
の
駅
は
休
憩
施

設
で
あ
る
た
め
、
駐
車
場
な

ど
の
公
共
空
間
で
宿
泊
目
的

の
利
用
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」
と
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
車
内
で

の
休
憩
や
仮
眠
は
別
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
問
題
の
現
状

に
つ
い
て
、
道
の
駅
ノ
ン
キ

ー
ラ
ン
ド
ひ
が
し
も
こ
と
で

は
、
自
動
販
売
機
の
横
に
空

き
缶
、
空
き
瓶
な
ど
の
リ
サ

イ
ク
ル
品
回
収
箱
を
設
置
し
、

メ
ル
ヘ
ン
の
丘
め
ま
ん
べ
つ

で
は
、
町
の
指
定
ご
み
袋
の

販
売
を
行
い
、
ご
み
の
分
別

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
各
市
町
村
で
の
ご
み
の

仕
分
け
の
ル
ー
ル
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
分
別

が
う
ま
く
い
っ
て
な
い
こ
と

が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
ま
す

が
、
特
に
マ
ナ
ー
が
悪
い
、

あ
る
い
は
不
法
投
棄
が
あ
る

と
い
っ
た
状
況
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
　
　
　
日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
が
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
ユ

ー
ザ
ー
を
対
象
に
「
旅
行
中

の
宿
泊
場
所
」
を
調
査
し
た

結
果
、
６
割
が
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク

と
い
う
回
答
を
し
て
い
る
。

　
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
は
、
７
月
時

点
で
全
国
に
２
７
４
箇
所
あ

り
、
近
隣
の
自
治
体
で
は
、

美
幌
、
清
里
、
弟
子
屈
、
最

近
で
は
阿
寒
が
整
備
し
て
い

る
。
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
ユ

ー
ザ
ー
を
は
じ
め
、
需
要
が

深
ま
る
中
、
観
光
の
起
爆
剤

に
な
る
と
考
え
る
が
、
整
備

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
全
国
各
地
で
、
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、

す
で
に
24
時
間
ト
イ
レ
を
完

備
し
て
い
る
道
の
駅
、
あ
る

い
は
両
地
区
の
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
、
既
存
の
施
設
を
使
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
仮
に
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
整
備

を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
設

置
場
所
、
ト
イ
レ
の
整
備
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
電
源
設
備
、

料
金
徴
収
管
理
体
制
な
ど
の

課
題
が
山
積
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
近
隣
の
整
備
状
況
調
査
を

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
整
備
を

　
検
討
す
る
べ
き
で
は

町
長
▼
近
隣
の
整
備
状
況
調
査
を

　
　
　
今
後
も
続
け
た
い

車中泊の利用について 原油・物価高騰の影響で
買い物をしていても食材
をはじめ値段が上がった
と感じています。
これから冬を迎えるにあ
たり燃料費がどれぐらい
になるのかと心配をして
います…

道の駅の車中泊利用者

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
長
期
化

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
の

影
響
に
よ
る
急
激
な
原
油
価

格
、
物
価
高
騰
を
受
け
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か

か
る
食
材
費
、
光
熱
費
が
上

昇
し
、
全
国
の
事
業
所
で
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
が
、

大
空
町
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長

　
　
　
食
材
費
の
値
上
げ
に

伴
う
影
響
に
つ
い
て

は
、
献
立
の
変
更
や
代
替
食

材
の
使
用
な
ど
、
事
業
所
ご

と
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
影
響
は
少
な
い
見

込
み
で
す
。
し
か
し
、
厨
房

業
務
を
外
部
委
託
し
て
い
る

事
業
者
は
、
契
約
更
新
の
際

に
委
託
費
が
上
昇
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
、

値
上
が
り
す
る
食
材
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
得
る

こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
努
力

だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
光
熱
費
の
影
響
に
つ
い
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お

け
る
令
和
４
年
度
の
電
気
代

及
び
燃
料
代
を
試
算
し
た
と

こ
ろ
、
前
年
度
比
１
７
０
万

円
か
ら
１
９
０
万
円
程
度
の

上
昇
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
は
、
前
年
度
比
50

万
円
程
度
の
上
昇
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
院

病
床
を
持
つ
医
療
機
関
で
は
、

電
気
代
及
び
燃
料
代
に
つ
い

て
、
前
年
度
比
３
７
０
万
円

程
度
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
、

施
設
の
規
模
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
影
響
額
は
大
き
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
経
営
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
支

援
策
の
検
討
を
行
う
よ
う
す

で
に
指
示
を
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
６
，
０
０
０
億
円

が
各
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る

と
い
う
報
道
が
あ
る
。
こ
の

交
付
金
は
、
使
途
の
拡
大
に

よ
り
、
福
祉
事
業
所
の
給
食

費
、
光
熱
費
に
充
て
る
こ
と

も
で
き
、
す
で
に
実
施
し
て

い
る
自
治
体
あ
る
。

　
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
の

報
酬
は
決
ま
っ
た
金
額
し
か

入
ら
な
い
た
め
、
物
価
高
騰

に
対
し
て
の
改
正
、
加
算
が

な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
っ
て
利
用
が
落
ち
込
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
早

急
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

原油価格・物価高騰に対する福祉施設の支援について
事業者と協議し、早急な支援を
町長▶あらゆる分野での支援策を検討する

町
長

　
　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
物
価

高
騰
及
び
原
油
高
騰
対
策
に

つ
い
て
は
、
非
課
税
世
帯
や

子
育
て
世
帯
へ
の
商
品
券
の

給
付
、
省
エ
ネ
機
器
の
購
入

補
助
、
運
輸
事
業
者
へ
の
支

援
事
業
な
ど
を
今
定
例
会
で

提
案
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
福
祉
施
設
、
医
療

施
設
等
へ
の
支
援
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
福
祉
施
設
等

へ
の
支
援
と
し
て
、
入
所
施

設
、
有
床
病
院
を
中
心
に
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
全
国
的
な
実
例
で
は
、
市

町
村
が
実
施
す
る
支
援
策
も

あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
都

道
府
県
が
実
施
す
る
例
も
あ

り
ま
す
の
で
、
北
海
道
の
今

後
の
動
き
も
十
分
に
情
報
収

集
し
、
必
要
な
支
援
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
社
会
資
源
は
限
り

が
あ
り
、
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
本
当
に
困
る
方
が
出
て

し
ま
う
。
事
業
所
と
も
協
議

し
、
支
援
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長

　
　
　
大
空
町
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
し

っ
か
り
と
確
立
し
て
い
く
た

め
に
は
、
医
療
、
そ
し
て
福

祉
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
し

っ
か
り
支
援
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地域包括支援センター窓口

上地 史隆 議員
👈　上地議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（24 分 50 秒から）

一口
　メモ ＲＶ（アールブイ）パークとは…

　日本ＲＶ協会が「快適に安心して車中泊ができる場所として認定した車中泊施設」をＲＶ
パークといいます。
　24時間利用できるトイレがあること、100ボルト電源が使用可能なこと、ごみ処理が可能なこと、
近隣に入浴施設があることなどが、ＲＶパークの定義となっており、車中泊における利便性が高いの
がポイントです。

議会ホームページを開設しています
　大空町のホームページ内に「大空町議会ホームページ」を開設しています。議員紹介、議事日程、会議録など
を随時更新していますので、検索サイト（GoogleやYahooなど）で「大空町議会」と検索、またはＱＲコード
からアクセスしてください。
　定例会や臨時会の議会中継も配信しています。パソコンやスマホ、タブレットで好きな時間に
視聴することができます。（通信料定額制の加入契約をしていない場合、料金が高額になりますの
で、ご注意ください）

1213 大空町議会だより　第66号（令和４年11月）大空町議会だより　第66号（令和４年11月）



決算審査特別委員会を開催
　令和3年度の一般会計、特別会計を合算した決算額は、歳入123億7,713万円、歳出121億2,817万円で、
形式収支は２億4,8９6万円の黒字となりました。　
　決算審査特別委員会では、予算執行及び事業運営の状況を審議し、原案のとおり認定しました。

各
会
計
決
算
の
質
疑
応
答

　
た
ば
こ
税

�
【
５
，
８
６
３
万
円
】

　
　
　
　
　
　
使
途
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
定
め
ら
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
一
般
財
源

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
公
共
施
設
は

敷
地
内
禁
煙
と
な
っ
て
い
る

が
、
大
空
町
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　
公
民
館
は
地

域
の
判
断
に
任
せ
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
公
共
施
設
は

禁
煙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
焼
却
施
設
維
持
管
理
負

担
金�

【
１
，
９
８
５
万
円
】

　
　
　
　
　
　
ど
う
い
っ
た

焼
却
ご
み
を
受
け
入
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
網
走
市

か
ら
紙
お
む
つ
、
斜
里
町
か

ら
は
ゴ
ム
長
靴
等
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

合
同
納
骨
塚
使
用
料

�

【
24
万
円
】

　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の

☆
一
般
会
計
☆

【
歳
　
入
】

後
藤
委
員

住
民
課
長

後
藤
委
員

住
民
課
長

鈴
木
委
員

住
民
福
祉
課
長

大
泉
委
員

利
用
件
数
及
び
残
数
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
焼
骨
埋
蔵
が

68
件
、
生
前
予
約
が
13
件
で

す
。
千
体
が
入
る
見
込
み
で

あ
り
、
残
数
は
９
１
９
件
で

す
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

�
【
２
億
５
，
３
１
１
万
円
】

　
　
　
　
　
　
交
付
金
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
に
使
わ
れ

た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
臨
時
福
祉

商
品
券
事
業
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
経
済
対
策
事
業
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
な
ど
、
70

事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。

一
般
寄
附
金

�

【
１
億
６
，
１
１
３
万
円
】

　
　
　
　
　
　
使
途
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
む
事
業
、

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き

と
暮
ら
す
事
業
な
ど
に
充
当

し
て
い
ま
す
。

住
民
課
長

上
地
委
員

総
務
課
参
事

福
田
委
員

住
民
課
長

　
職
員
研
修
事
業

�

【
１
３
７
万
円
】

　
　
　
　
　
　
参
加
人
数
が

少
な
い
が
、
研
修
へ
の
参
加

は
自
発
的
な
も
の
な
の
か
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
基
礎
的
な
知

識
を
身
に
つ
け
る
も
の
か
ら

専
門
的
な
も
の
ま
で
、
経
験

年
数
や
役
職
に
応
じ
、
段
階

的
、
計
画
的
に
対
象
者
を
限

定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

元
気
づ
く
り
応
援
事
業
補
助

金�

【
20
万
円
】

　
　
　
　
　
　
実
績
は
１
件

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
に

助
成
し
た
の
か
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
申
請
自
体
が

少
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
の
活
動
に

対
し
、
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

　
申
請
は
４
件
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
件

が
実
施
で
き
す
、
辞
退
と
な

り
ま
し
た
。

網
走
刑
務
所
住
吉
作
業
所
利

活
用
事
業�

【
３
２
６
万
円
】

　
　
　
　
　
　
事
業
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
農
作
物
、

果
樹
の
栽
培
に
向
け
、
開
墾

【
歳
　
出
】

齋
藤
委
員

総
務
課
長

森
賀
委
員

総
務
課
参
事

岩
原
委
員

総
務
課
参
事

を
行
い
、
緑
肥
作
物
を
栽
培

し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
イ

ナ
キ
ビ
や
行
者
ニ
ン
ニ
ク
、

ハ
ス
カ
ッ
プ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
を
植
え
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
促
進
事
業

�

【
８
７
３
万
円
】

　
　
　
　
　
　
事
業
の
内
容

と
令
和
３
年
度
の
相
談
件
数
、

移
住
の
実
績
等
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
築

住
宅
助
成
、
自
動
車
取
得
助

成
な
ど
の
４
項
目
で
す
。

　
移
住
相
談
は
42
件
あ
り
、

道
内
外
か
ら
18
件
30
名
が
移

住
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
職
業
紹
介
事
業

�

【
１
２
６
万
円
】

　
　
　
　
　
　
雇
用
に
つ
な

が
っ
た
人
数
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
名

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
農
業
ア

ル
バ
イ
ト
の
紹
介
事
業
も
し

て
お
り
、
農
大
生
を
中
心
に

川
村
委
員

移
住
・
定
住
支
援
室
長

森
賀
委
員

移
住
・
定
住
支
援
室
長

延
べ
４
７
６
名
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

安
心
生
活
支
援
事
業

【
４
，
４
５
５
万
円
】

　
　
　
　
　
　
そ
ら
っ
き
ー

ナ
ビ
の
運
用
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
普
及
率
、
ま

た
、
普
及
向
上
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
10
月
３
日

時
点
で
17
．
９
％
で
す
。
こ

れ
ま
で
高
齢
者
を
中
心
に
、

使
用
方
法
の
説
明
会
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
普
及
率
１

０
０
％
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
費

�

【
２
２
６
万
円
】

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
運
転

免
許
自
主
返
納
の
実
績
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
47
件
の
返
納

が
あ
り
ま
し
た
。

川
村
委
員

総
務
課
参
事

鈴
木
委
員

住
民
課
長

患
者
輸
送
車
運
行
事
業

�

【
３
２
４
万
円
】

　
　
　
　
　
　
運
行
状
況
、

利
用
状
況
を
伺
う
。
併
せ
て
、

車
両
の
更
新
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
月
曜
か

ら
土
曜
に
運
行
し
て
お
り
、

乗
車
人
数
は
、
平
均
４
．
６

人
で
す
。
来
年
度
12
人
乗
り

の
バ
ス
に
更
新
す
る
予
定
で

考
え
て
い
ま
す
。

女
満
別
中
央
病
院
医
療
環
境

等
充
実
事
業

�

【
９
，
５
１
４
万
円
】

　
　
　
　
　
　
屋
根
の
改
修

工
事
を
実
施
し
て
い
る
が
、

突
発
的
な
も
の
な
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
経
年
劣
化

に
よ
り
屋
根
か
ら
水
漏
れ
し
、

診
察
に
影
響
が
あ
る
こ
と
か

ら
改
修
し
ま
し
た
。

母
子
保
健
事
業

�

【
６
３
２
万
円
】

　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

鈴
木
委
員

住
民
福
祉
課
長

岩
原
委
員

福
祉
課
参
事

鈴
木
委
員

　
　
　
　
　
　
　
登
録
数
は

１
４
７
人
で
す
。

町
営
牧
野
管
理
費

�

【
９
９
３
万
円
】

　
　
　
　
　
　
町
営
牧
場
の

利
用
戸
数
が
減
っ
て
い
る
と

聞
く
。
利
用
農
家
、
Ｊ
Ａ
と

も
協
議
し
、
費
用
負
担
も
含

め
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
話
し
合
い
を
進
め
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　
　
牧
場
の
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
し

て
い
ま
す
。
農
協
、
肉
牛
や

乳
牛
農
家
の
協
議
会
の
会
長

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

中
で
協
議
を
進
め
、
方
向
性

を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
産
業
振
興
事
業

�

【
２
２
０
万
円
】

　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
な

環
境
整
備
対
策
を
実
施
し
た

の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
漁
業
組
合
が

行
っ
て
い
る
各
種
水
産
資
源

等
の
調
査
事
業
や
シ
ジ
ミ
資

源
を
確
保
す
る
た
め
の
試
験

等
に
対
す
る
経
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

�

【
２
０
０
万
円
】

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で

福
祉
課
参
事

福
田
委
員

産
業
課
長

岩
原
委
員

産
業
課
長

齋
藤
委
員

あ
り
、
起
業
し
て
も
そ
の
後

が
難
し
い
場
合
が
あ
る
と
思

う
が
、
役
場
と
し
て
補
助
金

交
付
後
の
対
応
は
あ
る
の
か

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
具
体
的
な
助

成
は
あ
り
ま
せ
ん
。
商
工
業

の
資
金
借
入
れ
等
で
対
応
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

空
港
対
策
費

�

【
１
，
４
６
４
万
円
】

　
　
　
　
　
　
女
満
別
空
港

整
備
利
用
促
進
協
議
会
負
担

金
の
内
訳
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
の
観
光
振
興
、
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
成

田
空
港
周
辺
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
ほ
か
、
新
規

路
線
の
開
設
、
既
存
路
線
の

増
便
な
ど
に
対
し
補
助
金
を

支
出
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
費

�

【
６
８
２
万
円
】

　
　
　
　
　
　
旧
女
満
別
幼

稚
園
跡
地
つ
い
て
、
今
後
の

方
向
性
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
を

返
却
し
て
以
降
、
財
務
局
と

の
協
議
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
市
街
地
な
の

で
、
で
き
る
範
囲
内
で
維
持

管
理
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
局

産
業
課
長

上
地
委
員

総
務
課
参
事

後
藤
委
員

生
涯
学
習
課
長

後
藤
委
員

生
涯
学
習
課
長

と
連
絡
を
密
に
取
り
合
い
、

維
持
管
理
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
空
高
等
学
校
魅
力
化
推
進

事
業　
【
１
，５
１
６
万
円
】

　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
の
参
加
者
の
人
数
、

そ
の
う
ち
実
際
に
受
験
し
た

人
数
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ

の
影
響
か
ら
70
組
限
定
で
実

施
し
、
そ
の
う
ち
道
外
か
ら

1９
組
の
参
加
が
あ
り
、
令
和

４
年
度
の
入
学
に
つ
な
が
っ

た
方
は
５
名
で
す
。

森
賀
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

～令和３年度各会計の事業、取組みを審査～

平成 30 年建立の納骨塚

ブルーベリー移植作業

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
国
は
全
国
民

の
カ
ー
ド
取
得
を
目
指
し
て

い
る
が
、
町
民
、
町
職
員
の

取
得
率
を
伺
う
。

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
推
進
交
付
金
の
一
部
に

つ
い
て
、
住
民
の
取
得
率
が

全
国
平
均
以
上
で
な
け
れ
ば

申
請
で
き
な
い
仕
組
み
に
す

る
と
い
う
報
道
も
あ
る
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
９
月
末
現
在

の
取
得
率
は
町
民
が
34
．
９

％
、
職
員
が
63
．
５
％
で
す
。

　
交
付
金
へ
の
反
映
と
い
う

報
道
を
受
け
、
平
均
以
上
を

目
指
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
に
関
す
る
事
業
が
多

く
、
職
員
の
努
力
、
苦
労
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
反

省
点
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

☆
総
括
質
疑
☆

後
藤
委
員

福
祉
課
長

町　
　
長

上
地
委
員

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
支
援

策
は
、
他
自
治
体
と
比
較
し

て
も
胸
を
張
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
地
域
経

済
は
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
職
員
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
耐
震
改
修
促

進
計
画
を
実
施
し
て
い
る
中
、

公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理

計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
公
共
施
設
総

合
管
理
計
画
の
中
間
見
直
し
、

総
合
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
作

業
の
中
で
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
議
論
、
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
施
設
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、
利
用
実
態
も
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
９
月
定
例
会

で
、
社
会
教
育
施
設
等
の
老

朽
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
質

問
が
出
て
い
る
。
施
設
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
も
、
十
分
配
慮

し
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
上
位
計

画
や
関
連
計
画
、
社
会
情
勢

の
変
化
と
必
要
に
応
じ
て
取

り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

町　
　
長

鈴
木
委
員

総
務
課
長

鈴
木
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

暮らしに役立つ情報を配信

現在の患者輸送バス

財務局へ返却した幼稚園敷地オープンスクールの様子
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令和４年10月５日から７日

農・福・商連携、まちづくり、
デジタル活用小中一貫キャリア教育など、

先進的取組みを視察

委員長　後藤　忍
産業建設文教常任委員会行政視察報告

令和４年９月27日

見やすく・親しまれる議会だより
の取組みを視察

委員長　鈴木秀之
議会広報常任委員会行政視察報告

神恵内村　～デジタル活用小中一貫キャリア教育の取組み～
　神恵内村の小中学生は限られたコミュニティの中で生活して
いるため、明確なキャリアについて方向性がないこともあり、
村は、日本及び村を支える人材を輩出する「デジタルを活用し
たキャリア教育先進自治体」を目指しています。
　富士通JAPANに事業委託してデジタルドリルを導入し、実情
に即したキャリア教育の実施と学習モチベーションを高め、学
習時間の拡大といった課題克服を図っていました。
　大空町においても今後、児童・生徒数の減少が想定されるこ
とから、課題解決に向けた取組みは大変勉強になりました。

白老町　～歴史的建造物「蔵」拠点施設とまちづくり～
　白老町は、昭和63年に「歴史と文化のまち」を宣言し、特色
ある独自の生活文化と地域文化の創造を目指し、取組みを行っ
てきましたが、「若者が自由にコンサート等を開ける場所がない」
等の声があり、郷土を愛する若者達が中心となり平成10年頃か
ら始まった「石造り倉庫の活用検討」により、しらおい創造空
間「蔵」が平成12年にオープンしました。
　芸術文化・イベントにより「人と人とがつながるコミュニティ
が創造される」という方針のもとに運営されていることが確認
できました。

七飯町　～道の駅「なないろななえ」拠点施設とまちづくり～
　現在、北海道横断自動車道網走線（女満別空港～網走間）が
計画されていることから、函館新道七飯藤代ICから七飯IC（仮称）
の区間に立地している道の駅「なないろ・ななえ」を視察しま
した。
　七飯町では、今後、人の流れに変化があると想定しており、
道の駅そのものが目的地となるような取組みや縦貫自動車道か
ら道の駅への動線の確保の検討などの課題があるとのことでし
た。しかしながら、道の駅に併設している民間活力施設「男爵
ラウンジ」は大変魅力的な施設であり、民間の発想が集客に対
する活力になっていることを確認しました。

今金町　～農・福・商連携ソーシャルタウン今金町の取組み～
　今金町は、健常者と障がい者がともに活躍するソーシャルタ
ウンを目指しており、「福祉と地域産業」を調和させる新しい仕
組みの構築を目指し、今金町・ＪＡ今金・今金町商工会・高等
養護学校・福祉施設が手を組み、今金町山村活性化協議会を
2015年に立ち上げ現在に至っています。
　大空町においても健常者と障がい者がともに活躍できるまち
づくりを見据えることのできる視察となりました。

訓子府町　～読まれない議会だよりを刷新～
　訓子府町議会は、広報を年４回（発行月：５月、８月、11月、２月）、町内全世帯に配布しています。
　平成30年４月の議会基本条例制定に伴い、条例に定める議会モニターを５名委嘱し、町民の意見を求め
る活動を開始しました。議会モニターの意見を反映し、「読まれない議会だより」を刷新すべく、令和２年７月、
議長を除く９名の議員全員で構成する議会広報特別委員会の中に、専門部会として４人で構成する「議会だ
より見直し隊」を設置し、令和３年５月号から紙面を刷新するという目標を掲げ活動を展開し、目標どおり
リニューアル号発行を成し遂げました。
　その議会広報紙（令和３年５月１日発行209号）は、第36回町村議会広報全国コンクールで奨励賞を受
賞されました。

〇訓子府町議会広報紙の改善、工夫点の主なもの
・読む広報から見る広報へ。写真やグラフを使って
視覚的に分かりやすい紙面構成。
・紙面デザインは、議員間で議論し、表紙、文字、
掲載写真を決定。
・議会だよりオリジナルキャラクター「ギカイくん」
を誕生させ、議員でない立場から平易な言葉で記
事内容を解説。
・ＱＲコードを活用し、紙面から録画映像や議会ホー
ムページに案内し、紙面に効果的な余白を確保。
・比較的目に付きやすい最終ページに町民が登場す
るコーナーを設け、老若男女を問わず多くの町民
を紹介するインタビューコーナーを設定。
・親しまれる議会広報の一環として、議員の似顔絵を作成し、定例会の案内チラシ等に活用。

　令和４年３月からは、全議員が企画・編集・デザインまでを責任を持って携わることになり、「議会だよ
り見直し隊」を解散しましたが、編集等のサポートが必要と認識し、４人の議員で構成する「サポート部会」
を設立し、引き続き「議会モニターの意見を反映」、「読者目線に立ち、わかりやすく興味の湧くに紙面づくり」、
「議会活動を多くの人に知ってもらう」の３点を共通認識して精力的に活動されていました。

　今回の研修は、私たちが目指す「読みやすく、わかりやすく、伝わる紙面づくり」を進める上で、ＱＲコー
ドを活用し議会広報と議会ホームページの動画配信閲覧と関係づける等、先進的な取組みに関する情報を得
ることができ、有意義なものでした。

◎訓子府町での施設見学
　調査項目の研修調査後、訓子府町議会議場を見学。その後、役場庁舎
及び庁舎に併設されている総合福祉センター、庁舎と廊下で繋がってい
る公民館、そして公民館に隣接している平成31年４月に新築されたス
ポーツセンターの３施設を菊池町長直々の案内で見学させていただきま
した。

1617 大空町議会だより　第66号（令和４年11月）大空町議会だより　第66号（令和４年11月）



Voice声町民の

議　
　
長　
原
本
哲
己（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
鈴
木
秀
之

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
森
賀
祐
司

委　
　
員　
福
田
淳
一

委　
　
員　
大
泉
知
功

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
の
選
挙
か
ら
早
く
も
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
初
め
て

の
経
験
を
さ
せ
て
貰
っ
て
お
り
ま
す
。

還
暦
を
迎
え
て
も
こ
ん
な
に
も
初
体

験
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
は
１
年
前
に
は
町
議
会
議
員

に
な
れ
る
と
は
考
え
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
何
と
か
当
選
さ
せ
て
頂
い
た

身
と
し
て
は
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
勉
強
中
で
す
。

　

先
日
、
広
報
常
任
委
員
会
で
視
察

さ
せ
て
頂
い
た
、
訓
子
府
町
広
報
特

別
委
員
会
の
皆
様
の
議
会
広
報
の
改

善
に
か
け
る
熱
意
に
は
正
直
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
い
き
な
り
高
望
み

し
て
も
良
い
事
は
無
い
と
思
い
ま
す

の
で
、“
小
さ
な
事
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
〟

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
出
来

る
事
を
着
実
に
こ
な
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
森
賀
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　電気屋を継ぐため本州での修業を経て、女満別へ帰っ
てきたのが1999年。早20数年が経ちました。一度地元
を離れたことで、恵まれている土地であること、人との
縁に恵まれ今の自分があるということを実感しています。
自分がどのようにこの大空町に貢献していけるのか、改
めて自問しています。
　ここ数年、新型コロナウイルス感染症が大流行し、あ
らゆる業界の人たちが苦しい状況に置かれています。大

空町の方々がこの地域で安心して暮らしていけるよう、
若い人たちが活躍していけるよう、自分がどのように働
くことができるのか、大空町の未来を作る町民の一人と
して、やり甲斐のある時代を生きていけることを楽しん
でいます。
　行政、教育、福祉、様々な立場の方々と共に、次世代
にバトンを渡せるよう、一意専心に努め、この土地で全
うしたいです。

中　村　章　二 さん
（有限会社ナカムラデンキ代表取締役）

未来を作る町民の

なつかしの校舎

　大進小学校は、大正5年に藻琴尋常小学校所属新藻琴教授所
として開校しました。
　青森団体入植団の米内吉形団長を教員として、寺子屋形式の
授業から始まりました。
　昭和17年大進国民学校となり、昭和34年には、２学級編成
認可となっています。
　昭和44年東藻琴小学校に統合になり、翌年３月17日閉校式
が挙行されました。校舎は地域住民の要望により大進公民館と
なりました。
　卒業生徒数は、247名でした。

東藻琴　大進小学校東藻琴　大進小学校

一人として

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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障がいがある方と一緒に働くお店

テイクアウト専門店

ケ　　　ラ　　　　ケ　　　ラ

ＫＥＲＡ ＫＥＲＡ

月曜日　手づくりＰＩＺＺＡ ￥600 
　～トマトとモッツアレラ、ジェノベーゼ、クアトロフォルマッジ～
火曜日　大空町産ジャガイモのコロッケ弁当 ￥500
　～レッドムーンーンを塩こうじで味付けしたコロッケ～
水曜日　さくら豚シュウマイ弁当 ￥500
　～さくら豚肉を使った手づくりシュウマイ～
木曜日　鶏むね肉のヘルシー唐揚げ弁当 ￥500
　～鶏むね肉を塩こうじで柔らかく揚げた唐揚げ～
金曜日　ケラケラオリジナルカレー ￥500
～トマトを使ったオリジナルカレーに、ごろっとしたジャガイモと
野菜の素揚げをトッピング～

大空町女満別西 1 条 3 丁目 1-24　TEL/FAX 0152-77-8710
　【営業時間】月曜日～金曜日（祝日除く）11:00 ～ 14:00
　【運　　営】大空町障がい者福祉センターちあふる
※駐車場はありませんので、郵便局様向かいの公共駐車場をご利用ください

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。
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